
第３部 防災

１ 自分と家族を守る

２ 地域を守る

３ 地域に伝える
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いつどこで発生するかわからない災害に備え、いざという時に自分自身や家族を守るためには、一

人ひとりが災害について正しく知り、事前に備えることが重要です。

大分市が作成し、市内全戸に配布している啓発冊子「わが家の防災マニュアル」を家庭での災害対

策や地域での防災訓練などの際に活用しましょう。

■３－１－１ 我が家の防災マニュアル

大分市防災メールに登録しましょう

大分市の防災情報を携帯電話等で受信することができます。いつでもどこでも最新の防災情報を入手

することができます。メール作成画面で、メールアドレス（entry@b-oita.jp）を宛先欄に入力するか、

二次元コードを読み取り、空メール（件名・本文不要）を送信してください。数分後に、仮登録完了

のメールが届きますので、画面の指示に従い本登録をしてください。
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■３－１－２ 大分市の火災の現状を知ろう

１ 火災の現況

（１）大分市の火災件数

令和7年の火災件数は153件で、前年に比べて32件増加しています。

過去5年間を平均すると年間127件で、令和7年は過去5年間で最も件数が多くなっています。

（２）大分市ではどんな火災が多いの？

令和7年は153件の火災が発生し、最も多いのが建物火災の74件で、主な原因は「電灯・電話等の配

線」「電気機器」「放火（疑い含む）」「こんろ」「たばこ」「火遊び」となっています。過去5年間を

みても建物火災が最も多くの割合を占めており、主な原因は「こんろ」によるものが多く、中でも天ぷ

ら油の過熱発火が多くを占めています。
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構成比は四捨五入しているため、各値を合計し

ても１００％にならない場合があります。

※１ その他： 建物、林野、車両、船舶、航空機以外の火災で、空地、田畑、道路、河川敷、ごみ集積所、電柱等での火災です。
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各原因の主な火災事例

①電気配線が重たい電気製品の下敷きになったことで、熱を持ち出火した。
②家電製品等の電源プラグに埃が溜まり、トラッキング現象を起こし出火した。

電気関係

①家庭用こんろに鍋をかけたままその場を離れてしまい、鍋内の油が発火点に
達したことにより出火した。

②料理中に、こんろの火が着ている服に燃え移り出火した。

コンロ

①ストーブ近くに置いていた可燃物に、輻射熱で出火した。
②石油ストーブの燃料に、誤ってガソリンを給油してしまい出火した。

ストーブ

①田畑で藁等を焼却中、他の作業をしている間に付近の法面に燃え広がった。
②田畑で枯草等を焼却した際、強風に煽られ燃え広がった。

たき火

①投げ捨てたたばこの火が、可燃物に移り出火した。
②灰皿内の消えていない吸殻をごみ箱に捨てたために、外出後に出火した。

たばこ

（３）火災による死傷者

令和7年は5人が火災によって亡くなり、21人が負傷しました。死者については、令和4年に非常に多く

の方が犠牲になり、約7割が65歳以上の高齢者となっています。

人口10万人あたりの死者を、令和2年から令和6年の平均値として全国と比較すると、大分市では3割程

度少なくなっています。全国的にみると、火災による死者の多くは逃げ遅れが原因により発生していま

す。
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２ 地域別の火災の現況

（１）地区別出火件数

（２）消防団管轄別の出火原因件数（令和元年～令和５年の５年間）

出火原因方面隊別

「放火（疑い含む）」が37件と最も多く、次いで「こんろ」が27件、「たばこ」が23件と
なっています。第１方面隊

「たき火」が18件と最も多く、次いで「放火（疑い含む）」が15件、「たばこ」が10件と
なっています。第２方面隊

「たき火」が23件と最も多く、次いで「たばこ」が５件、「電灯・電話等の配線」が5件と
なっています。第３方面隊

「たき火」が34件と最も多く、次いで「放火（疑い含む）」が12件、「こんろ」が9件と
なっています。第４方面隊

「放火（疑い含む）」が7件と最も多く、次いで「たばこ」が5件、「たき火」が3件となっ
ています。第５方面隊

「たき火」が8件と最も多く、次いで「放火（疑い含む）」が5件、「こんろ」「電灯・電
話等の配線」が3件となっています。第６方面隊

「たき火」が6件と最も多く、次いで「たばこ」が3件、「ストーブ」が2件となっていま
す。第７方面隊

「たき火」が24件と最も多く、次いで「電気機器」が3件、「電灯・電話等の配線」が2件
となっています。第８方面隊
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⑧野津原地区
39件

➀大分地区
209件

②鶴崎地区
115件

③大南地区
63件

④稙田地区
92件

⑦佐賀関地区
23件

⑥坂ノ市地区
44件

⑤大在地区
34件



火災原因別に出火防止策を紹介します。

また、大分市消防局がリーフレット等を作成していますので、必要な場合は消防局または、各消防署

にご相談ください。

■３－１－３ 火災の原因

【住宅防火】

【電気火災】

【こんろ】

電気機器からの火災はちょっと

した不注意や取扱いの不適切など

が原因となっています。コンセン

トにほこりがたまり、⾧時間放置

すると湿気等により発熱・発火し

たり、延⾧コードの上に机の脚が

載ったまま放置すると電気抵抗が

増し、発熱・発火することがあり

ます。

こんろからの火災は、油を温め

ているときや揚げ物の調理中にそ

の場を離れる「消し忘れ」などが

原因となっています。天ぷら油な

どは加熱されているかぎり温度は

上昇し続け３６０℃程度になると

油が発火してしまいます。

また、炎が着衣の袖などに着火

してしまう事例も増えています。

火災は、ちょっとした気の緩み

から発生することが多く、火気の

取扱いには十分な注意が必要です。

家の中には思わぬ危険が存在して

います。ご家庭内から、つい・

うっかりをなくしましょう。
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【たばこ】

【放火】

吸殻の投げ捨てや火種の落下な

ど、喫煙者のちょっとした不注意

が火災につながるケースがほとん

どです。

正しい喫煙と後始末を完全に行

うことにより、火災を防ぐことが

できます。

放火を防ぐためには、家の外に

新聞紙や段ボールなどの燃えやす

いものを置かない、ゴミは決めら

れた日時に出すなど放火されない

環境づくりに努めることが大切で

す。
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【感震ブレーカー】

感震ブレーカーは、地震の揺れ

を感知して自動的に電気を遮断し、

通電火災を防ぐものです。

大規模地震時の火災被害軽減に

有効とされており、住宅への設置

が推奨されています。



【たき火】

たき火中にその場を離れてまっ

た、風で予想以上に火の勢いが強

くなってしまったなどの不注意に

より山林や建物に燃え移ることで

火災になります。

たき火をする前に、水バケツや

水道ホース等を準備し、風が強い

日にはたき火をしないようしま

しょう。また、消火後は、完全に

消火されたことを確認しましょう。
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【林野火災警報・注意報】

「その火、大丈夫？」日常に潜む火災リスク

火災は特別な状況で起きるものではなく、日常のちょっとした油断から発生します。コンロの消し

忘れ、電気コードの劣化、たばこの不始末など、原因の多くは身近なものです。また、放火は依存と

して火災原因の上位を占めており、屋外に燃えやすいものを放置しないことや、家の周囲を明るく保

つことが予防につながります。

屋外では、乾燥する時期や風の強い日に焚き火が風にあおられて火が広がり、思わぬ火災につなが

ることがあります。

火災予防で大切なのは、「これくらいなら大丈夫」と思ないこと。一人ひとりの心がけが、地域全

体の安全を守ります。

林野火災警報及び注意報は、乾

燥や強風等の気象条件により山林

火災が発生しやすく、かつ延焼拡

大の危険性が高いと認められる場

合に発令されるもので、火災予防

の徹底と警戒体制の強化を目

的とするものです。



火災の対策は万全にしましょう。初期対応はその後の経過に非常に重要です。

いち早く火災を知る、いち早く通報する、いち早く消火する、いち早く安全な場所に避難するなど、火

の勢いが小さいうちに対処して、火災の被害を最小限に抑えましょう。

１ 住宅用火災警報器の設置、維持管理

・１年に１回は作動点検する。

・定期的な清掃をする。

・有効期限を過ぎた場合、もしくは設置から１０年以上経過した場合は本体の交換をする。

■３－１－４ 火災の予防と備え
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２ いざという時のために、消火器の設置

・消火器を設置する。

⇒家庭には住宅用消火器の設置も有効です。

・消火器の取扱い方法を確認する。

【使用する際の注意事項】

・狭い部屋などで使用すると粉末が部屋中に広がり、視界が悪くなるため、出口のすぐ

そばで使用するなど、退路を見失わないように十分注意してください。

・天井まで炎が上がっていたり、身に危険を感じた時にはすぐに避難してください。

・屋外で使用するときは、風向きに注意して風上から消火してください。

【消火器の使い方】

まずは、火災が発生したことを周囲の人に大きな声で知らせます。
火事だー！

① ②

③ ④

②ノズルを持ちます①黄色いピンを抜きます

③キョリをとります

燃えているものから５ｍ程度
④レバーを押します。

①ピンを抜く

②ノズルを持つ

③キョリをとる

④レバーを押す

消火器は４動作で

使用します。
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